
脱炭素社会への取組と再生可能エネルギーの活用
令和５年６月２９日（木）

ごみから見直す私たちの暮らしと経済
令和５年７月２２日（土）

山口大学大学院技術経営研究科教授の福代和宏氏を講師に招き、SDGsの
目標の達成に欠かせない「脱炭素社会の実現」に向けた、世界と日本の動き
や再エネ（再生可能エネルギー）の活用、EV（電気自動車）の普及などの
取組について理解を深めていただくための講座を実施しました。
福代先生からは、『世界の温室効果ガス排出の現状や気象の変化等から、

もはや気候変動による影響は避けられず、その対応には、緩和と適応の両面
からの取組が重要である。また、エネルギー輸入国である日本は、「省エ
ネ」「創エネ」「蓄エネ」の三本の矢を駆使した取組が必要となる。』とご
説明いただき、EVを太陽光発電と連携した動く蓄電池としての活用を解説
されるなど、「大切なのは、私たちがやりやすいことから始めることであ
る。」と教えていただきました。
午後からは、山口日産自動車㈱を訪問しました。太陽光発電、EV中古

バッテリーを活用した蓄電池、V2H（EVの電力を住宅等に給電する設備)を
揃えたショールームの見学では、ブレーカーを落として停電状態を作り出
し、EVから電力を供給する一連の流れを体験しました。
受講者からは、「講義、見学とも最新の情報を丁寧にわかりやすく説明し

ていただいた。」「できるところから実践したい。」などの感想が寄せられ、
大変有意義な講座となりました。

公立鳥取環境大学経営学部経営学科教授の石川真澄氏を講師に招き、
SDGsの目標に掲げられる「つくる責任」「つかう責任」を視点とした、持
続可能な生産消費形態を確保する取組について学ぶ講座を実施しました。
石川先生は、『「つくる責任」では、生産者である企業等は、資源の利用

や環境への悪影響の少ない製品・サービスの提供について、製造段階から
回収、再生やリサイクルまでのライフサイクル全体（ゆりかごからゆりかご
まで）をデザインすることに取り組まれている。
また、「つかう責任」では、私たち消費者は、暮らしの中でSDGｓを意識

した製品の選択に関わることができ、コロナ禍で生じた、通販やケータリン
グの拡大などによる物流の環境負荷や包装材の増加など、暮らしと環境との
関わりなどについて考えて実践することが大切である。』と、具体的な例を
示しながら、わかりやすく解説をされました。
受講者のアンケートには、「３Ｒの中でも特にリデュースに取り組みた

い。」「ライフサイクル全体で見えない環境負荷があることを意識して賢い
消費者となりたい。」などの前向きな感想が多くあり、この講座がSDGsを
意識した暮らしのきっかけになればと期待しています。

等



山口県環境保健センター専門研究員の梶原丈
裕氏を講師に招き、マイクロプラスチック調査
の指導者を養成する講座を実施しました。午前
の講義では、マイクロプラスチックについての
基礎知識や具体的な採取方法、子ども達を対象
とした学習会の流れなどを学びました。
午後からの実習は、雨天のためセミナーパーク内実験室で、前日に海岸で採取した砂を用い、ふるい分け・

比重分離・選別・観察の手順で進めました。目視でのプラスチックの判別はとても難しいため、ルーペを使い、
環境保健センターの職員の助言をいただきながら、じっくりと腰を据えて観察しました。
指導者の皆様による学習会において、子ども達が、普段、何気なく使っているプラスチック製品による環境

影響の一端を知ってもらい、ごみの削減や資源の活用、適正処理など様々な環境問題について理解を深めても
らうことが期待されます。

午後からは木崎川で水生生物の採取、種類の判別、水質判定を行いました。
参加者からは「小さな指標生物の判別は難しかったが、石にこんなに水生生
物がついているとは！」との驚きの声がありました。29種の指標生物のうち、
｢きれいな水 ４種｣ ｢ややきれいな水 ２種｣ ｢きたない水 1種｣ ｢とてもきたな
い水 １種｣ が採取され、総合判定では「水質階級Ⅰ(きれいな水)」という結
果でした。



ときわ動物園で動物たちのくらしを学ぼう

（仮）環境活動団体等交流会
環境活動団体、環境学習関連施設、環境学習指導者、行政が一堂に会して、活動状況の紹介、課題等の情報共有や

意見交換を通じて環境学習活動の活性化を図ります。
開催日・場所：調整中
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